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１．はじめに 

 平成29年３月告示の小学校学習指導要領（以降、

「新学習指導要領」とする）において、中学年に外国語

活動、高学年に教科外国語が導入されることになった。

外国語活動では、外国語を用いたコミュニケーションを

図る素地となる資質・能力の育成、外国語ではコミュニ

ケーションを図る基礎となる資質・能力の育成を目標と

している。 
 来年度から、本格的に新学習指導要領に沿って教育活

動が展開されるにあたり、各自治体や各学校は、外国語

専科の配置や、ICT機器の設置などに積極的に取り組

んでいる。 
２．小学校の現状と課題 

来年度から、小学校５・６年に外国語（英語）が教科

として導入される。実習校でもあるA小学校では、基

本的に学級担任とAET(Assistant English Teacher)が
各学級の外国語・外国語活動の授業を展開している。ま

た、国際理解教室という授業も年に数回、行われてい

る。 
現在までの外国語活動の授業をどのように改善してい

けば、教科外国語の授業に児童が意欲的に取り組み、楽

しみながら外国語でのコミュニケーションを図るように

なるか、小学校では課題になっている。 
３．研究の目的 

 児童が、意欲的に外国語の授業に取り組み、主体的に

外国語を用いてコミュニケーションを図ることができる

ようにするための教師の働きかけを明らかにする。 
４．先行研究の検討 

東京都教育庁指導部指導企画課 (2012) によると、

外国語の授業において、自信を持って授業に臨むために

は、次の３要素が大事だと言われている。 
①安心感のある環境づくり 
②コミュニケーションの必然性のある活動の工夫 
③児童の実態に応じた指導 

 児童の実態に応じ、安心感のある環境を作るとともに、

児童にとって、必然性のある活動や必要感を持って授業

に臨めるような働きかけが重要であると考えられる。 
５．課題解決の方法 

 先行研究の検討①については「導入の工夫」「授業内

容の工夫」、②については「掲示物の工夫」「簡単な語

彙の習得」、③については「目標の明確化」「ワークシ

ートの開発」などが有効な手立てと考えられる。これら

を中心に様々な手立てに取り組み、その効果を検証す

る。 
６．評価の方法 

①児童の学習の振り返りカード記述の分析 
 児童の外国語学習の振り返りシートの中で、外国語活

動への取り組みや、外国語でのコミュニケーション活動

への意欲を分析する。 
②教師への聞き取り調査 
 外国語・外国語活動の授業を行う学級担任やAETへ

の聞き取り調査を行う。 
③客観的データによる児童の変容の分析 
 授業中の児童の行動や発言を授業実践前後に記録し、

行動の変容を分析する。 
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